
慶 應 志 木 会 会 報
慶應志木会(慶應義塾志木高等学校同窓会)
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平成4年 11月 29日 (日 )京王プラザホテル

志木会が結成され、早くも 2回目の総会ノ

なつかしい顔… 語らい… 唱い…

8
[福引抽選]豪華景品多数の驚き′喜びノ

パーティーだ、フィーバーだ、全員集合だ
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(創立総会より)
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名人位につ くという快挙をなしとげました。

「百人一首を覚えたのは慶応志木高の とき」

として朝 日新間の「ひと」欄に紹介されてい

るのを見た人も多いことと思います。同欄で

種村君は「百人一首の魅力は緊張感。将棋や

囲碁は自分の考えを組み立てていけるが、か

るたはホLが言売まれるまで何が飛びだすかわ力)

らない。実力差があっても運が絡む。その意

外性がいい。」 と感想を述べています。

これらのニュースは学校の掲示板で紹介を

しましたが、在校生たちもそれぞれに興味を

もつて見ていたようです。良い意味での刺激

を与えてくれたもの と思います。

今年度の卒業式は 3月 24日 に行われまし

た。卒業生総数は261名 です。新 しい志木会員

として迎え入れていただきたいと思います。

進学状況は下記の通 りで した。

最近、たいへん嬉 しいことですが新聞その

他で志木高OB諸君の活躍が目につきます。

昨年 8月 には読売新聞社の主催で行われた

「東京発 。あなたが世界にアピール したいこ

と」をテーマとする学生論文コンテストで、

法学部法律学科 1年の鈴木隆太郎君の論文

「脅威の自然破壊」力
'最優秀賞を受賞 してい

ます。大学院生 。大学生 。短大生の応募作品

219点 の中から選ばれたものです。審査員の講

評では「環境問題をテーマにし、人類 と自然

との共存について安定度の高い作品である。

環境破壊 とその対応の現状を批判するだけで

なく、『自然破壊 とは文明そのものに付随する

宿命的危機だ』 と強調 している。 しつか りし

た論述の座標軸をもつているに違いない。」

と高 く評価されています。

12月 には第41回 全日本学生法律討論会にお

いて同じく法律学科 3年勝浦大達君が「立論

の部」で第 1位に選ばれています。「女子大学

から共学校に変わった後 も男女の定員枠に差

をつけていたA国立大学を受験 した男子が、

女子の最低合格点よりも高い得点にも拘 らず

不合格になつたことを不服 として提訴すると

の設間に含 まれた憲法問題に言及せよ。」とい

う出題について、複雑な論旨を立てながらも

それを明解に論 じ、態度 も立派ですべての審

査員に好感をもつて迎えられたということで

す。

本年 1月 には、種村貴史君が恒例の百人一

首第38期 名人位を獲得 し、 8年連続 8回 日の

文学部

経済学部

法学部法律学科

法学部政治学科

商学部

医学部

理工学部

総合政策学部

環境情報学部

辞退 (他大学受験等)

3名

106

45

45

9

7

27

6

6

7

なお、今年度より卒業後40年 にあたるOB諸

氏に卒業式 に列席願い、新 しい卒業生たちの

門出を見守っていただ くことにな りました。

②

SHttC.織ょり

卒業と進学



慶應志木会会報

今回は 1期及び 2期の志木会員のうち住所の確

認で きている96名 の方々をご案内 していま

す。

教員室の異動

外国語科の萩原健次先生が 3月 末日付で定

年退職されました。1970年 (昭和45年 )4月 に

本校に着任されて以来20余年にわたり英語の

授業を担当されました。また庭球部長に続い

て写真部長を長 くつ とめられました。昨年夏

に体調をくず し暫 く入院を余儀なくされまし

たが回復され学校に戻 られたのは喜ばしいこ

とで した。今後 も健康に留意されお元気にお

過 しいただきたいと思います。

新年度より国語科の伊東明弘先生が湘南藤

沢中 。高等部に移籍されます。同じく社会科

の斉藤英里先生が北海道武蔵女子短期大学ヘ

移籍されます。同じく新年度より国語科 。中

地譲治先生 (塾文学部国文学専攻卒業 )、 外国

語科 。河内一博先生 (塾商学部、文学部英米

文学専攻卒業)、 理科・井沢智浩先生 (筑波大

学第 2学群生物学類卒業、同大学院修士課程

教育研究科修了)力 '着任されます。

(松崎記 )

今年度中に開催された 3回 をあわせて志木

演説会 も通算61回 となりました。人間の年齢

に例えれば還暦の回数を重ねたことになりま

す。これまでの講演をふ り返ると別表の通 り

となります。皆さんの在学中の講演 も含まれ

ているはずですが、記
′
臆に残っていますか。

志 木 演 説 会 の 記 録

回
数 開催年月日 講  師 i寅 題

1 S32 5 4 奥片復太郎 慶應義塾について

S32 一郎 数学の学び方

S32 7 森  八郎 白蟻の習性について

認 回
1細

雌 我 に々芸術はいかに必要か

S33 1 24 金原賢之助 米国 。台湾旅行

S33 土橋 俊一 福沢全集の編纂

S37 1 17 吉田 啓一 ヨー ロッパの話

S38  1 17 啓一

S38  5 31 島崎 隆夫
英国留学でみたこと

感 じたこと

S4049 正文

回
数 開催年月日 講  師 演 題

S4123 会lll 倉 l 福沢先生について

S42 2 3 吉田小五郎

S43 2 3 佐原 六郎 福沢先生の社会観

S44 2 3 宮崎 友愛 福沢先生の学問観

S4523 一義

S45 522 藤田 広一 科学的な物の見方

S45 1029 オす松  嘆 毛沢束の中国

S46 2 3 高橋誠一郎

S46 614 池田弥二郎 日本文学への招待

2 3S47 内田 英 水脈のあ とは大 きt

0

志木演説会

福沢先生 と長沼事件

家庭における福沢先生

私の見た福沢先生
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S47 6 9 三浦 朱門 青春 と文学

S471113 渡 辺  格 4i命 と物質

S4823 高村 象 平 福沢精神利、見

S48 6 19 |‐ 時 厳 用 li業 化 と未米社会

S49 2 2 渡辺徳二郎 福沢先生の遺言

S49 5 14 加 藤  寛 経済学の見方・考え方

S50 2 3 野 口 祐 福沢諭吉 と現 fヽ 1世界

S5123 松本 l11人 福沢論吉―思想とその人一

S51 526 白 石  孝
文化 と経済

―世界を見る窓―

S52 2 3 μЧlじ 福沢諭吉の歴史哲学

S52 6 19 |■ 島 数学を楽 しく

S53 2 3 手 塚  豊 福沢先生 と法律

S53 6 13 石川 忠雄 これからの社会と慶應義塾

S53 10 16 宮崎 澄夫 学生時代の思い出

S54 2 3 西岡 秀雄 物の見方と考え方

S.54 6.15 村 井  実 歴史の断面

S55 2 2 池田弥三郎 一冊の本

S55 6 9 島崎 隆夫
近世思想家に学ぶ

―心か制度か―

S56 2 3 池 田  優
日本人の西洋体験

―福沢先生を中心として一

S56 6 2 浅井慶二郎
「最近の百貨店及びス

ーパーの出店問題」

S57 2 3 飯 田  鼎 福沢諭吉 と西郷南洲

S57 5 10 高橋 碩一 歴史に生きる人生

S58 2 3 若 林  真 塾風論

S58 5 16 手 塚  豊
慶應義塾125年 史
あれこれ

S59 2 3 石 坂  巌
福沢諭吉 という
人間について

S60 2 2 :甫   昭二 コンピューター と社会

S60 628 石川 忠雄 私 と慶應義塾

S61 2 3 内山 秀夫 福沢諭吉一人と時代一

S61 617 本|III |lrィ ,fi 日本企業の成長の秘密F

S62 2 3 鈴木 孝夫
虹の色は何色か

一言語 と文化の関係―

S62 6 11 イリ「藤 i青 il 二つのみんぞく学

S63  2  3 展生 福沢先生 と中津

S63 6 15 相磯 秀夫 社会の変動と学問のあり方

H1 2 3 桑原 二郎 木村摂津守と小野友五郎

H1 711
に開融呻爛帥

師
励醐肺赫独

言葉について
一朗読による言葉の鑑賞―

H223 田山 力哉 映画と野球と慶應義塾

H2 7 6 鈴木 祐一 法律家への道
―慶應義塾に学んだもの一

H3 2 2 平川 祐弘
フランクリンと福沢論吉を

通してみた日米関係

H.3 716 友寄 英哲
四万桁への旅
―ギネス記録への挑戦―

H31219 西岡 秀雄 日本人の源流を探 る

H4 2 3 り||1争 哲 夫 福沢諭吉とジョン万次郎

0

回
数 開催年月日 講  師 :寅 題

回
数 開催年月日 講  師 :寅 題



慶應志木会会報

[四季会 ]

拝啓 その後益々御健勝のこととお慶び申し 11げ ま

す。

光陰如矢、母校 よりのお招 きを受けふ と1旨折数えれ

ば卒業以来四十有余年、紅顔の美少年 もいつ しか替

に耐えぎらん齢ひとなりました。

我々の残された人世を祝福するが如、前日までの

雨 も上が り春の太陽が眩 しく輝 く中ぜ慶應義塾志木

高等学校第四十二回の卒業式典が執 り行われ、特別

に用意 して戴いたOB席で在校生、ご父母 と共に卒業

式に参列 しました。

鉄野志木高等学校長よリー人一人のOBが壇上 に

上が り「記念証」の授与を受けました。まさかこの齢

になつて学校 より賞状を戴 こうとは夢にも思つてい

ませんで したので、 この感激 も一入の ものがあ りま

したが、それに加えて我々に送 られた在校生、ご父母

の暖かい万雷の拍手を背中に受けて目頭の熱 くなる

ものを感 じました。

式典の最後は、井上栄一君のピアノ伴奏で「塾歌」を

全員で斉唱 し滞 りなく終了 しましたのでご報告致 し

ます。                 大谷記

卒業401・3年 lι 合証

たか 熙 君

十者が本社を彙ユたItて40年 の裁月がえ

オtま した 社会のそヤtぞ ltの 分千で港躍

さ,tて いるたtと して 今日ここに新 し

い′1出 をする晨革たちのキ十人にごJll席

いただきました ネいキ月にユ ウ夜革た

ちのたさ日様となら,t 本枚をええてい

ただいたことへの■意をこめてここにこ

のt金
=を

麟ります

′,,2年 3月2″日

慶鳥義基恙木島等学
趾

当日の参加者は以下の通 り。 (順不同・敬称略 )

今井義夫、桜井英太郎、菊地誠之助、矢島醇一、

桜井栄三、田中久雄、桜井孝之、井上栄一、藤井 淳、

中込 旭、稲葉義美、龍野和久、神山 尉、加藤精三、

高木道廣、栗田陸弘、宮代 茂、松本仙太郎、大桐菊

郎、穂刈幸雄、大谷 熙、 (以 111期 )

鴻田一章、河辺勝利、林 二郎、宮本 明、遠山正秀、

高篠富雄、忽滑谷岱司、堀江信夫、谷澤誉志、花井良

文、細野 勝、仙石正夫、嵐田二郎   (以 1l H期 )

追記 学校側をご招待 した心ばか りの祝宴に出席で

きないということでH期 の高篠富雄君、谷澤誉志君、

忽滑谷岱司君より金一封のご寄付を戴 きましたので

併せてご報告 します。
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4月 17日 (金)午 后六時半から、

三田キャンパス『幻の問』の筋向い、

三田中国飯店にて、同期の会を開催 します。

多くの懐 しい顔が集る筈です。大館先生、高

山先生、三田先生 もご出席いただける予定で

す。きつとその頃は三田山上の桜の花 も終了、

銀杏の新芽が顔を出していることで しょう。

志本の校門を出て三十七年、今は亡き当時の

宮崎澄夫校長先生 も天国で、微笑んでおられ

るような気が します。

(第 6期  内藤 久和雄 )

[遊志会 ]

平成 4年度のスケジュールが決 まりました。

今年はセ ミナー 1回、ゴルフ会 2回、懇親会

1回 と従来 よ り回数 を少 な くして内容 をこ

く、で きるだけ多 くの皆 さんに出席頂 けるよ

う企画 してみ ました。 そして、今年の11月 、

志木高創立40周年に当 り志木会の総会が予定

されてお りますので大いに盛 りあげて行 きた

い と考 えています。

尚、今年の幹事はA組の大海渡嘉夫君、坂

本照夫君、鴻田益孝君、橋本裕治君、駒月昭雄

君、西松実君にお願いす ることにな りました。

〔平成 4年度 スケジュール〕

04月 10日 (金)第 14回 セ ミナー

於  :銀座「SPACE88」

時間 :6:30PM～

テーマ :「カルシュウムで成人病の予防」

講師 :黒田重臣君 (11期、国立大蔵病院内科 )

06月 上旬 第44回 ゴルフ大会

於 :未定 (幹事 :松川勉君 )

07月 25日 (土)懇 親会

於 :青山「傍膳飯荘」

「清朝中国宮廷料理」の午餐会

日寺間 :12:00～ 2:00PM

010月 上旬 第45回 ゴルフ大会

於 :未定 (幹事 :前回優勝者)

011月 29日 (日 )志 木会総会

於 :京王プラザホテル

出来るだけ多くの方に出席願いたいと思いま

す。遊志会の忘年会 も当会で兼ねたいと考え

ています。 以上

(11期  馬渕祥宏 )

我 ら13期 は今年で大学を卒業 し

て25年 を迎えた。この3月 23日 に挙

行された事業式に50年 目の大先輩 と一緒に塾

よりご招待を頂き参席 した。

歳月の早さをしみじみ と感 じると共に卒業

生 と肩を並べて、親になった錯覚を覚えた。

列席 した仲間は塾で学び、社会へ巣立ったこ

とを誇 りに思い、改めて塾の良さを肌で感じ

とった事だろう。 2度 目を待たれる諸兄及び

後輩諸君、是非志木で も味わいたいものだ。

(13期  千葉宗雄 )

私達が志本高 を卒業 したのが

1990年 3月 、2年の歳月が過ぎまし

た。「光陰矢の如 し」と言いますが、月日の経

つのは本当に早いものです。私達はまだ大学

生なので、キャンパスなどで会 う機会 も多 く、

同期会を開催するほどには至っていません。

みんなが大学を卒業 して、社会人としてそれ

ぞれに落ち着いてきた頃には、同期会を開催

したいと思っています。 これからも、様々な

面でのご支援、ご協力をお願いします。

(40期  井上 晴生)

…松 橋 良 lに

ノ
l、 lilll ′妥久

奈良部 I誠「Чll;

期) 平成 3年 6月

期) 平成 3年 12月

期 )

(1

(1

(1

0



慶應志木会会報

①
相原 喜一

秋本 隆男

イf坂十二郎
′1:lll 一哉

イf田 隆 ―

板橋 澄男
′〉,I:  111左任

大沢 睦玄

加藤  明

り||‖  貞治

黒瀬 武雄

笹岡 仲吉

篠原 祥郎

ド遠 武勝

鈴木悠基男

ll父 }「有司

高木 故雄

語i橋 忠治

対島 剛一

中西  詰

中村 信雄

間中 義雄

矢部 福司

波部 呂一

字津木貞夫

江成 放夫

加藤 英治

兼田 重剛

本田 和大

佐藤 克己

佐藤 邦雄

津川  豊

′i Hl  ,告

堂本 誉夫

中村 信夫

水山 誠一
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名簿委員会よりのお願い
来たる名簿改定にあたって以 ドの会員の方 の々住所などが不整備です。

より充実した名簿発行のために会員皆様のご協力が、ぜひとも必要です。お忙しいこととは存じますが、調査方々お願

い致します。判明した方については同ilのハガキにて事務局までご一報の程をお願い中しLげます。
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松リト 11典
森村 裕二
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後藤 呂三
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水IF 善弘

森  勝幸
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||1本 ′任一

オ十}|1 楯彦

渡辺 八郎

伊川 巌夫

大崎 洋助

大城  薫

大隅 勇次

香川 正典

兼 F 誠

鴻巣 維彦

■1藤 真也

渋谷 健治

島Hl 忠夫

中川= 康雄
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人本 俊雄

大城  薫

大山 秀隆

同μ方 仁海

中ナせ 公一

中村 常雄

西浦 文崇

播   稔

IHl水  _116
111‖ りll ,原 三二

磯  公則

Ⅲl  武人

“

l本 秀樹

神山 昌之
申FilII 悌二

中島 康雄
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手塚 隆二

徳永  良

富田 賢一

浜HI 保宣

堀内 良一

前島  正

宮川 彰一

宮崎 正人

横山 裕十

安達  格

有Fl 次郎

丼日 敬一

池内 一秀

今井  Ji



1992(春・夏号)●vo1 7

り|‖芍 1:り(

川H]道 行

才Hl 準一

関   誠

関:] 真

高味 文雄

西1l F4k一

福‖1信一郎

横ΠI 勇造

渡辺 佳英

,文生  岳

伊東 耕二

,毎堀 糸屯一

金 F 省二

本 ド 道大

黒田 貢三

後藤 幸雄

坂本 光規

HI中   陽

虐i瀬 宗救

萩原 昭人

保坂 周 lj

細谷  巌

堀内 啓一

森lll 久雄

山 ド  経

lt辺   豊

字月:  清

1詭 l田   要

奥野 隆康

落合 邦康

香川 iに 行

蠣瀬 勝治

小底 理志

小林 貞雄

斉藤 勝大

重元 明雄

高橋 美隆

中鳴伊二人

浜田 善章

間瀬  豊

山田  明

横山 公明

新 片 由大

五_「 嵐]1博

石片 敬一

石川 広高

石塚 拓郎

風間 聖 ll

本村 和男

小嶋 隆史

坂本 恵二

鈴木 義人

′|[‖  幸博

鳥羽田哲男

根本  真

萩原 H71久

深沢 進介

山崎  洋

渡辺 周央

片 11 慎一

イfFI]忠 1ヒ 古

加藤  徹

酒リヤ 真人

仲野  遵

石片 敬一

黒坂  隆

矢内 忠晴

穴沢 洋一

1品 ||||

加1藤

多rilll

lll

縞沢

長山

サi llil

.とt`1

増 |||

′ヽ島

池 |||

イiサ

|プJ III

人谷

人谷

加藤

山形

樹

司
雄
孝
郎
広
巳
敬
義

一
行
敬
夫
裕
望
寿
郎

秀
昇
俊

正
武
征

―――
　
和

順
忠
　
道
明
　
秀

．

「口「1中 iri′ ピ1専

会lli 公1`

,尺 田  1由 :,fi

二ち村 t亮
1,1樫 慶一

野‖ 麟:幹

船iF 睦大

小|1前l  lli
ション・1

ユンカーマン

芦沢 蒐巳

池戸 敏之
′
lヽ ,ナく 昌

′
英

奥本J  茂

落  裕美

bll藤  十:雄

佐野 鴨彦

骨原 瑞人

1′ 林 隆男

本条 真行

八本  登

|11111 降 11

山本宙 |:人

llll村  和人

小野塚澄夫

人橋 屯一

神谷 研史

林   茂

福原 俊雄

占1寸  幸蔵

イ1中  光 lll

′
l、 iri  

“

J

岡III  稔
り|1満  11人
北ib 喜六

行1l I 浴 11

小二b 良一

仏i原 藤雄

須藤  薫

西村  章

福地 俊十

水野  保

rfiII 潤一

III崎  矢一

||||‖  il;行

ll坂  功

イル藤 文 lH

稲
":t ,,一海里f 和雄

人野 耕 14

本原未知I也

キrilF「  雅彦

佐藤 和義

鈴木  傑

関根 !li博

中山 許矢

菱||1 真也

14,「  十1彦

f́川  雅裕

松

“

l 扶行

分多口 雅彦

今野 lrf
亀‖: ヤT也

本原 夕、人

イ41lf 不||り ,

内藤  点

西巻 尚樹

出中 不|1郎

藤I「ril ‐lb

船′i 俊 |り
l

!if西   1カ 武

ィiリ ト 和喜

イi川  隆彦

イil11 :ifり ;

栗原  L
柴HI 則人

寺西 蒐己
:|[川   ifi
/1N泉  2i隆
′
1ヽ り||  ||
小lll 文‖rイ

木住rr降茂

北村 稚宣

田原 良美

高畑1 武 :1

西III 彰徳

森田 克則
||1中  ‖f{ヴ、

高橋 克彦

手塚 lll之

伝III 英り;

fり
:吹  イ::

衣川  潤

今′ι 寛哉

イ: ド「場 ‐1「
11原  秀 |
刈‖| 道́

鳴津 喜芳

末包 諄伸

高イ: 和人

坪 リト 繁植|

■西 ||:己

中村 哲人

水沼 龍り〕

♯ヽ|1l  Zi糸己

伊藤 文隆

卜部 恭治

外島 失人

,ドイ米|イ i  虫椰

lll沢  辰也

山

“

l l:哉
飯lll  浩

1勺 |II  Ill′ li

川角  11
小林   ‐

辻  方彦

占|サ   ,|

0
fi「 嵐イ:キ 哉
人橋 雅法

神IIl 戯利

Jヒ 原 ‖i放

倉林 仲イi

須田 たり,

11片  宏之

三右  進

宮田 降之

横山 利人

卜∫南∫ ,1憶 |

11田  孝宣

大オ| 1和
杉山真 ‐郎

谷H  iず i

野

'ナ

く 康彦
三本 哲郎

三冨  健

イヽ書b    i,

内日l 哲 也

令森 良純

本イ4i貫 明ヴ、

小島愛之助

清水 芳朗

甘根 清 H召

竹内  誠

塚本 勝己

野H 仁美

野EI 辛り;

化岡 克り1

安日I !lif,:

天野 誠

小野健一郎

久f呆 雅 il

佐藤  子

武片 敏―

富Πl 典りl

中本 ,告
"l

西方  秀

増FI  裕

迎   す
=虫

“
山本 幹彦

依藤 光宏

梅戸 俊宏

大熊  111明

島  紋り|

鶴谷 信之

浜野 紀男

村田 雅邦

安FI :l通
吉田  ,,
稲原  茂

占部  F笙植|

小田 善明

大沢 清隆

川瀬  勝

イヽ柴   ′ヽ

篠塚 秀り;

鳴岡 l11充

染谷 靖史

高lll 淳―‐

高橋  宏

中丼 健三

長沼 イr:治

登本 貴人

福口1 芳人

藤F: 光一

メし山 晴 久

谷貝 博康

山ΠI 大蔵

占FLl 仙弥

0
青山 正博
‐柳 安孝

大島 慎一

人西 啓之

片岡  毅

塩川 孝治

岩本 秀治

梅沢 由起

小川 正次

菅  健 司

桐野 耕二

塚本 勝し

豊国  達

中島 嗣郎

中HI・L太郎

宮川 輝雄

和田 光一

菊池 保史

キII l  薫

黒III 英大

斉藤  博

坂戸 美朝

清水 茂則

古川 英樹

松本仲一郎

山本 社二

片 11 博史

小久保敏彦

児I 敏宏

柴  俊一

鈴木 普一

日1灯1 譲
=l

豊村  隆

福興 宜治

末安 速男

高木  忍

高梨 和大

深沢 孝雄

松原 誠一

渡辺 弘章

市田 誠一

小合 敏弘
ノI:藤 裕章

相馬 堅一

虐i El 秀雄

竹内 洋生

lt  正春
li屋 雄司
戸lli 邦弘

宮嗚  泰

秋吉  満

片 11 隆志

伊藤 裕章

同HI  章

佐藤 信雄

菅谷 一博

鈴木 敏文

関根 一彦

高橋  豊

`者

ナ家 石I「 l

全沢 正人

令成 弘毅
小 寺 方之

野村 真一

野村龍一朗

松 1市  元志

山崎 康
「

|

イメ:藤   博

飯村 和之

風′せ .1彦
lrt嵐 祥 14

小松 成彦

清水 克史

鈴木 単雄
(111′1)

|ll谷  尚志

山本 尚り]

新力1 1向 :也

イリl藤  浩一

:lf原 勝太郎

令リト  洋

椎野  :洋
絆i本  潔

時友 謙吉

松本  正

‖1納  |「雄

ィilll 克彦

田久 浩志

高橋 美己志

寺,′く 朗大

檜只 i羊 介

福田 浩三

松田 紋宏

41Kド 敦夫

渡辺 律人
りlイ i 弘道

秋 /L 和夫

骨11  毅

凛i橋 広見

谷H 諄一

千塚 隆一

徳納 啓樹

松

“

! 晴美

|111‖   裕

⑪

Fi本  龍大

L小1  肇

近藤 イf il

中ll 裕至

宮林  寛

矢守  茂

占lll 俊辛

小松 栄 1

1/1irf 占動:

斉藤 秀和

仲 nl li実

萩|,:: 利呂

lf:ll11  純

村田  貞

占リト 伸二

トロr‖;  匡

小池 秀彦

小林 雅春

近藤 幹人

本多イヽ  11′ よ

高山 宗久

|,1:  良

鶴 111 雅明

原  和史

桑原糸屯 i「

澄谷  健

キ||1  孝
ll:ib l束 中甫

中野  lli則

lr原  薄之
Lit 文比占

藤原慎太郎

粟山  茂

大内  T it
大山  親

貝塚 広史

神原 7ff人

川 千  降

Jし 原  衛

‖内 広 t・(

山県裕 ‐劇∫

ljNl lll  ill:

人野 11博
小島 俊劇;

桜 月: 茂り;

,青 水 利り,

骨 月:  投

IIl中 竜太郎

1111 繁輝

根 |「 壮 Ff

福月:  泉

安‖: i「 1平

横山  裕

飯沼 ″久

飯牢 昭Zi

市川 久仲

海老原 人

大森  lli之

力H藤   l'
本山 オi史

後藤  ||
木宙  ヤ治

ΠI中  茂之

武 111 浩 t

塚田 治仲

長丼: 秀人

イ1｀ |′
  |'ナ

l

藤倉 康雄

占川 故 十

増原  1蓼
llI111 康介

安保  iキ 17

ナ1=丁   Zf
イf崎  1羊 :J

江成 宏之

江森 洋 ´

ハ野 雄 :1

北川 慎介

IFlオ支 宏之

令持 孝人

小泉  員

小倉 茂雄

「
味 良り〕

171i々 間雅 ‐

仏i藤   仲

佐野 憲

田蔵 イ̀
:裕

田野ロ イ:

拍中 放雄

霊rb ′l11

中11 滋り;

藤
′F  誠

田l田  秀降

松本 裕之

依II1 11久

稲■1 ,■ 也

宇野  lt彦
笠 1票  '欠ib

■谷 雅H“

小林 秀行

近藤  材i

桜 ll 裕久

地引 !li紀

杉山 康′よ

関‖ 申‖″

宗 幸寿郎
詫間 康 ll

li橋  悦郎

友永 聡りl

,Ful  〔
:1

藤瀬 泰義

森田 賢一

山lll 和令

會ヽHl  ‖

“

中li

米日1 洋一

李  原■:

輪湖  イ∫

若丼 勝嘆

渡辺 規入

石沢 輝之

市IJ 隆人

令[11  郎
日

~ド

吉|` 健

御部i ll′ i

合瀬 公利

近藤 幹人

沢田 尚史

関  典之

高野 健√子

辻  Jl人
内藤 孝之

成瀬 Ji^
二瓶 晴郷

新田 良 ‐

深丼 J12i
松井 一朗

矢野 文之

伊部 茂晴

石Fl 恒文

今井 博史

小原 俊彦
′
1ヽ はlΠ l  イ:

鎌田 市i利

後藤 安秀

桜丼 哲大

Fl中   聖

田原 教男

高鳥 義修

高久  篤

中村 康大

根岸 壮 占

野田  浩

平野  暁

細田 正典

正岡 裕章

九日 典紀

丸山 由行
二沢 孝彦

宮下 邦彦

柳原 |"女子

吉川 正明

Jl里予   i・ l

加古川勝由

笠原  哲

片岡 11憲
り||オす    クt

木元 正 |:

斉藤 幸広

西14  彰

森  仲之

善木 達明

和田  哲

0
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角倉 清晃
河合 壮一

本村 孝洋

園田 博之
安藤 秀泰
飯日1 俊哉
石井 勝也
イf松  智弘
岩田 一朗
内海  徹
小松 康孝

中島 康仁
西田 健次
浜田 弘道
堀谷  卓
前田 英作
宮崎 博行
横田 光弘
大 L祐一郎
左京 龍治
関  俊明
田川 雄一

高橋健三郎
中野 幹也
広中 紀男
厚野 晴彦
増田井出入

片出 好昭
石田  茂
嘉山 典利
佐藤 俊一

杉本 ″i司

竹野 延男
竹林 正雄
徳山 鐘雄
林   裕
本田 真朗
美平 照I
村戸 英仁
青戸 雅之
加藤  篤
茂松 直之
須賀 武文
竹内  斉
谷  有弘
古川 雄一

増田  聡
森  仲人
安岡 博之
諏訪  宏
竹田  忍
角田 周作
中野 哲夫
渡辺 宗樹

安達新一郎
阿部  滋
飯島 喜一

勝木 信二
釜堀 裕久
川上 十一

向後 雅弘
柴田 秀昭

新本  弘
高橋 悦彦
浜田  亮
福田 雄彦
山田 守之

小ib ttl」 l

小杉 公 1

桜 り|= り11:り l

lll中  秀樹

中小J りl人

l綺 小| :喪 if:

オ∵林 裕

秋IIl 和之

1也 I11  人

岡[II 光 ,1

川内  徹

浪イと  誠

松村 俊雄
(李 俊察)

後藤 明彦

関 H  jlj
相,鴨   稔
||1中  真知|

高II! 1:之

1む尺誠  lll`

西田 克彦

松谷 和‖rイ

渡辺 芳人

梅lll  潤
llu藤 幸 lll

i“∫間  説
IIt本   隆

中村  晃
′
女HI  ‐

Hリ

イi‖= 常雄

久保El恭 治

小 島  ―・ l

佐供  勲

大熊 仲治
大野 太郎
木村 親永
菊池  真
|』 貞 泰4:

斉藤 圭二

鈴木 康友
関日 陽介
藤田 雅明
横井 俊郎
伊崎 寿之
大田  淳
岡田 重和
桂  昌義
佐々木任人
鈴木 博史
前野  広
松本 浩之
峯岸  均
武藤  潤
安部竜一朗
伊藤 彰浩
石田  憲
斎藤 純寛
戸高 克彦
長屋 文隆
西川  洋
増田 雄一

山岸 行人
山崎 裕史
:〕 肖可 一il;

明イf 達也
猪俣 俊人
裏地 正明
新 沢   

´

釜掘 裕久

小泉  繁

小山 恵介

桜庭 智裕

清水  舞

関‖  勲

高橋 路彦

中1ち  拓

1え 田 篤司
｀
F野  ヤ手

月:日  益ブi

杜  秀樹

令成 洋之

小柴  俊

桜 1: 敬二

野沢慎一郎

広田 智之

山口 仲幸

吉Hl  拓

吉本 幸生

阿部 智彦

池 L 忠嗣

オ:‖ 1 丈il

岡崎 友重

表  久志

全 r 泰三

佐 々本公明

佐藤  宏

野IIl  亨

真島  積

前Hl 光生

横山 邦彦

植Hl 慎治

内田 清丈

開高 直人

百瀬 春彦

山崎 俊朗

青木  隆

飯塚 元一

li藤  浩史

重松 雄一

関   鎮

松葉 芳郎

鎌ユl l真 ―́

高瀬 良二

高橋  正

竹内 真樹

福岡 靖晃

堀井 伸也

水野 雅一

宮崎 敏克

上野  大

江森 和久

大久保 豊

黒田 泰男

舟本 義明

別所  仁

松田 充浩

安藤  啓

石井 浩之
小林 慎一

塩川 秀樹

野路  研

森  弘之

青木 潤一

小林 伸行

佐々本 徹

新城 毅彦

高橋  功

竹島 哲也

本寸lll 明弘
目良  淳
占田 ′i志

米山 稔男

①
阿部 守雄
伊沢  豊
伊東  匡
岩 li 和弘
佐藤 健一

高11  昇
F`HI 政イテ
村ユl 尚久
森  ‖1-
森本 泰暢
吉日1  敬
上薗 英樹
梅村  洋
大日1 忠一

甲斐 ド方俊
四條  亨
田辺 俊夫
高東 雅志
中村 昌義
和田 一彦
糸賀 英樹
i可 H 勇,台

白石 丈典
高橋 篤人
細片 貞男
屋代 真孝
内林  徴
緒方 好大
小宮山和太15

小山  淳
古力1内 聡
多和田博 ―

大胡 俊武
中村  淳
宮本 呂幸
オす重  望
l11ド  i告 史
米谷 慶一

稲■i J:久
大谷 直誉
北島 英樹
高椋 喜幸
鳥居 映彦
名古屋利夫
浜田 順道
原  秀博
丸大 秀実
吉田 充寿
上田 晋司
小沢 治之
尾形  修
芽野  徹
倉持 英樹
篠田 敏暢
清水 茂仁
親崎 隆志
高橋 直人

徳田 仲一

間野 慶一

横山 宗夫
吉日1  晋

榎本  裕

佐野 kll也

1商 ,皮  ," ‐

横田 良治

荒片  11
川真‖1 潔

佐久間隆成

松田 誠太

山本 共

`i大川  1「 宏

菊地  光
1宮  庸輔

西川 崚:樹

橋本  徹

浜野 敬 ^

半,尺  ″

“

喜

廣i頼  公寿
メし山 竜 ´

山日l  兄

石附 短1美

大森 イ.:彦

本村 俊 ´

高橋 達雄

束泉 rf彦
永山 112i
真夕尚 イ1通

伊香  敬 ;il

沖永 和貴

加藤 高志

志田  J:人
神宮 pl 隆

高林秀 ‐
1「

i lll  i羊

山Hl 容敬

大Jl ll之
川 11 ,'(之

黒田 |力 :哉

杉岡 lli寛

園田  彰

束野 イt:2i

池田 重人

内倉真紀 人

大久保和征
城戸 卓人

寺本 宏国

友好 真一

半谷  順

長谷り|1 洋

林  信濃

堀越 一嘉

松本 和也

九山 達也

山田 鉄水

阿部  浩

伊藤  嗣

控井 和久

大塚 真彦

佐竹 直樹

須崎  徹

高橋 鉱二

深谷 裕一

小関  ‐徳
小野 泰成

大塚 和男

加藤 r当 義

川合 康之

川瀬 裕司

外尾 竜 ―

中根 貴弥

植島
,喝 lr

辛

彦

俊

俊

0

口11務謙 lll“

:I:,ナ( 秀彦
松1司  il介
松田 一ツ、
八本  隆

綾り1健太郎
1中i野  ネ貞泰
宮本 雅i)|
.女

=f  itll11卜  ∫1′ツ

稲本J I●kl可

:キ水 建 :J

III中   良
rr矢   敦
月に部  鵬じ
樋‖ 恭行
イf部 勝故
,l:原  進
1司 ‖1 直:也

勝‖  聡
岸本 達人
名i々 本俊に劇;

ド舞 慶ri

横浜 雅′ツ
波j」  売

大隈 賢治
鈴木 宏治
山岐 真作
′

「 賀神 隆
北  裕光
坂原 暢紀
関  雅文
ir田 雅人
新美  .dt
古オす ネ羊―́

加藤 宣之
栗供  カ
中村 宗之
西田 健治
室中 健●1

渡辺 直:哉

岸沢  進
大野 啓史
高松慎一郎
前田 善徳
横田 哲郎
井上 弘世
近江 康晴
久保 修一

瀬戸川賢二

田中  充
田畠 正樹
西本 新也

大沢 宏樹
坂本 健大

長久  幹

菊地 哲也

加藤 哲也

樺見 健治

西沢 一嘉

満田 理夫

石谷 樹 人

金  周換

大原英二郎

森   1蓼
山崎  猛

和1ll  情

野

　

本

ド

＝

原

平

矢

雅資
啓一月;

洋一

健二

lll II:賢 一郎
古屋 直人
L野  直
,II‖  ―一lF
中村 直人

葛西 克彦
上日I 成彦
西川  亨
川又 寛之
菊池 衛都

大山 真‖

長111 展明

熊田 徳英

中林 幹人

村田 イl志

0
納所 仲樹

オ1橋 J:之

山‖林太郎

瀬戸 研司

萩Ir 啓大

松り|1 哲也
L野 健二

川又 陽介

rf崎  小吾

IL利  裕二

東海林 投

坂田 利行

柴II 律雄

加藤 朋之

lJ京    ,享

桜 ,「  武

瀧山広一郎

沼Hl 武彦

三好  豊

森本 悦朗

松水源太郎

安弘 裕二

lL田  博一

大塚  円1

林  浩之
松本 圭大
北田  亮
世良  州
津村 正晃
富原 大雅
羅  伯丞
粟倉 高志
大森 貴夫
香村竜一郎
日高 崇介
鳥越  修
内藤 昌史
中鳴 崇人

福‖1  泰
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慶應義塾志木高等学校同窓会名簿

広告ご掲載のお願い

光陰矢の如しと申しますが、本当に年月の経つのは早

tヽ もので、私達の同窓会 (慶應志木会)も昭和63年に

設立総会を開催し、今秋には第 2回総会が予定され

ております。卒業生も九千名を越し社会の多方面にわ

たって活躍をしております。

同窓会倉1立以降の会員の増加・動向の理由により、こ

のたび第2回 の同窓会名簿を刊行いたすことになりまし

たが、現在各年度幹事による校正の段階であります。

ついては同名簿に広告 (個 人広告も可)を ご掲載賜り

たくお願い申し上げる次第です。初回と同様に余剰金

を生じることが出来ましたら、学校当局と打ち合わせ有

意義に運用致したいと考えております。皆様のご理解あ

るご協力を得て、より充実した内容の名簿刊行をめざ

していく所存につき、重ねてお願いをさせていただきま

す。

[慶慮義塾志木高等学校同窓会名簿について]

1志木高卒業生 (約 9,000名 )を最新の資料に基づ

き、氏名。自宅住所。電話番号・勤務先。同電話番

号を1又録しました。

2志木高在校生 (約850名 )も 同様tコ又録しました。

3B5判 、約600ページ。(lo,000部発行予定)

4.平成 4年 9月 に刊行致します。

◆原稿は出来るだけ完全版下でお願い致します。

◆広告サイズ及び掲載価格

1ページ[見開き]    (B5版 )200,000円

広告お申し込みについて

100,000H

50,000Fl

30,000Fl

◆広告お申し込み先

〒151 東京都渋谷区千駄ケ谷52911
中西商工株式会社 中西廣策

TEL:03-3356-7743

FAX:03-3356-5494

◆広告に関するお問い合わせ先

慶應志木会名簿委員会

大谷 FI
TEL:03-3632-0005

FAX:03-3635-0012

本橋重夫

TEL:03-3354-2331
FAX: 03-3354-8676

小笠原準一

TEL&FAX:048-887-7292

1ペ ージ(B5版 )

1/2 ページ(B5版 )

1/4 ページ(B5版 )

◆広告料のお支払いについては、お申し込みと同時に

下記宛お振込いただきたくお願い申し上げます。

[広告料金振込 11座 ]

1受取人住所 :志本市本町 4～ 14～ 1[慶應

義塾志木高等学校内]

2.受 取 人名 :慶 應志木会。広告費 口[会 長 櫻

井英太郎 ]

3振込先 :大和銀行 朝霞台支店

4預金口座 :普通預金 [口 座番号6808442]

◆広告掲載名簿は発行後、贈呈させて戴きます。

1責 100000円

第2回名簿9月発送 う こ期待/

⑩



慶應志木会会報

MESSACE
お 願 い

・ 第 2回総会実行委員つ いて

去る2月 7日 (金)に 開催されました幹事会において、前回の会報 (第 6号 )で ご

案内した第 2回総会の実行委員を次の とお り決定いたしました。今後は実行委員が中

′じヽとなって準備を進めていきますが、会員の皆様方のご協力もよろしくお願いいたし

ます。また当日の受付については各期 1名 は必要ですので幹事の方を中心にあらため

て実行委員会より依頼させていただきます。

実行委員長  多田 (7期 )

副委員長   高橋 (4期 )、 五.老 (9期 )

部会別実行委員 (「 」は部会長、 *はキャップ)

(|)本部   藤井 (1期 )、 高橋 (4期 )、 山田 (6期 )、 真野 (6期 )、 多田 (7期 )、

五老 (9期 )、 荒木 (10期 )

(2)総括   事務局および各部会のキャップを中′じヽに構成

多田 (7期 )、 高橋 (4期 )、 五_老 (9期 )、 荒木 (10期 )桜井 (11期 )、 鴻田 (11

期 )、 伊藤 (12期 )、 大道 (12期 )岡本 (12期 )、 本橋 (15期 )、 西村 (17期 )、 増
山 (17期 )叫1西 (19期 )

(3)総務    「大谷」(1期 )、 立岡 (4期 )、 青木 (8期 )、 *本橋 (15期 )、 小笠原 (15期 )、

原田 (15期 )、 岡本 (39期 )、 九山 (39期 )

(4)財務    「佐藤」 (2期 )、 寺鳴 (5期 )、 *大道 (12期 )、 須永 (17期 )

(5)受付   「菊地」(1期 )、 鴻田 (2期 )、 品川 (3期 )、 菅野 (3期 )、 平澤 (7期 )、 磯部
(7期 )、 千葉 (13期 )、 北村 (17期 )、 菅田 (20期 )、 飯田 (21期 )、 外山 (23期 )、

牧野 (23期 )、 赤木 (24期 )

(6)来賓接待  「龍野」 (1期 )、 小林 (5期 )、 菅原 (7期 )、 久保田 (9期 )、 *鴻田 (11期 )

(7)企画進行  「桜井」 (11期 )、 馬渕 (11期 )、 *岡本 (12期 )、 *西オす (17期 )

(8)物品販売  「杉」 (4期 )、 *中西 (19期 )、 山口 (35期 )、 井上 (40期 )

(9)写真   「矢島」 (1期 )、 脇 (15期 )、 宗田 (17期 )

(10)福 引   「菅原」 (7期 )、 馬渕 (11期 )、 *西村 (17期 )、 中西 (19期 )

0
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・ 各期の幹事について

現在事務局に登録されている各期の正冨1幹事は次のとおりです。 1名 しか登録され

ていない期や転勤等で幹事が変更されている期は早急に事務局までご連絡下さい。

※連絡先 伊藤清一 (12期 )  TEL03 3432 1393  FAX03 3432 1394
増山治一郎 (17期 )TEL03 3502 9222  FAX03 3502 9373

福沢先生の手紙に「知己の多きは人間の一大快楽、其人を

知1て 之と音信を絶つは亦一大不快なり。何卒詳 (つ まびら

か)に 友朋の有様を承り、永 く情誼を交j重 いたし度事に御座

候」(明 治11 1 13本 山彦一宛)と ある。n月 29日 (H)新

宿京Iプ ラザホテルでの慶應志本会第 2 pl総 会には、一人

で も多くの仲間が、懐かしい元気な顔で集まってくれるよ

平成 4年 5月 20日 発行

編集 。発行 慶應志木会 (慶應義塾志木高等学校同窓会)

〒353 志本市本町 4141
発 行 人 櫻 井 英 太 郎

印   刷 い精興社

⑫

須 山 了一

今村 信 男

菊 池 誠 之助

)も :Il―一言ニ

岩 崎 勝 利

高 橋 公郎

1'f田  勝

乙 部  勝

鈴 木 正 治

青 木 宏 至

南 部 達 雄

荒 本 幸 生

馬 渕 オ羊宏

嬌〕本  哲

森   孝

百 瀬 大 策

倉 HI仲 二

川 端 清 治

Jヒ オサ嗜き程寸

りt本サーーノ、

藤 本 賢 大

木 原 弘 人

飯 田 光 茂

令 r康雄

外 山 公 大

赤 本  均

!舎:橋宣 4i
山崎 嘉 正

占野 幸 宏

大館  信

1青 水  昇

岸 III一 男

嘩 道 佳 明

横 江 資 友

新 III マ告

111ド  孝

松 島  修

秋 山亮 二

原 田純 一

大 坪 伸 至

メしllJ不口糸己

税 所 篤 史

鈴 木  和

藤 井  淳

佐 藤 弘 司

菅 野 光 男

立 岡 進

寺 島 延 行

内 藤 久和雄

平 沢 寿郎

杉 本 亘 孝

久保 日1晃功

馬 場 紘 二

鴻 田 益 孝

車月蕉ヤホロイ千

清 水 武 寿

築 山正 俊

吉 原 良 一

松 島 茂 樹

荘  敬 典

福 島 由 明

草 ケ谷 吉紀

福 本 博 行

福 地 敏 之

桜 井 造 雄

佐 藤 信 也

島 影 幸 有

イヽ りll ,羊

金 ir‐  泉

大 山俊 雄

望 月  ――

佐 々 本 任 人

木 島一サ I`

内 匠 屋 健

町 野 素 久

宇 賀 神 隆

山 ロー 午

渡 辺 俊 一

知 久康 成

田 中 i告樹

井 上 晴 生

本自́  ヽ 年改

大 須 賀 均

加 島 延 夫

桜 井  馨

千 葉 宗 雄

大 関 和 樹

宗 田 文 明

深 尾 邦 彦

l■l沼  潔

松 野  徹

奥 山研 一 郎

鍋 島康 友

平 尾 圭 市

岡 本 健 司

遠 山 正秀

品 メ|1  仁

寄姜吉|`ホロラ曇

志 知 英 男

菅 田  裕

中 II]一郎

う、まず名簿の整備にご協力を…。 (馬 )

期 正 “
ロ

一日日
●̈
田

一昌

1共月

2其月

3項月

4其月

5其月

6其月

7其月

8其月

9其月

lo其月

11其月

12夕月

13卿弓

14期目

15其月

16夕月

17卿目

18期
19期
20其月

21其月

22剣目

23期目

24其月

25去月

26其凋

27XJl

28カ可

29其月

30奏月

31其月

32引調

33其月

34共月

35其月

36芸月

37環月

38套調

39其月

40雲月

411調

,夫′ll

岩 瀬

杉

浩

充

猛

締i集 後 記
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